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ＪＲ東労組 青年連絡協議会 

発行責任者 宮下 洋介 

１月３１日、本部会議室にて「ＪＲ東労組青年連絡協議会第１５回系統別（工務）意見交換会」を開

催し、１１名の仲間が参加しました。（※開催回数は本部青年部時から通算） 

意見交換では、主に職場問題について議論しました。特に要員問題については議論が盛り上がり、要

員不足を起因とする多くの問題点が出されました。その中で「人が少なく仕事が回らない」「作業の変

更に対して、検証の仕方や変更によってルールが曖昧になっている」「異常時における対応や普段の業

務における教育が不十分である」という実態から、仕事を回すことではなく、安全を最優先に考え業務

することや、職場問題を出し合い安全について議論し、より良い職場を創ることができるのはＪＲ東労

組だけであることを参加者全体で確認しました。 

また、２６春闘について、討議資料を活用し議論しました。参加者からは「評価を気にして足の引っ

張り合いが増えるのではないか」「これだけ頑張っているのにもっと頑張れという事か」「安全が脅かさ

れ福知山列車脱線事故のようになる」と出され、春闘勝利をたたかい取っていくことを一致しました。 

今後も職場に現れる経営姿勢に問題意識を持ち、各職場で未加入者に訴え、組織強化・拡大を通じ、

働きやすい職場をつくることを参加者で確認しました。 


